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               論   文   の   要   旨 
 
 水資源の確保、発電、洪水対策などを目的に多くのダムが建設されその環境への影響が議論さ
れている。我が国においても、1995年に管理フォローアップ制度が始まり試験湛水、運用中のダ
ム周辺の環境調査がなされるようになった。1997年には河川法そのものが改正され、従前の治水、
利水に加え、河川生態系や植生の保護・育成を目的とする環境保全が新たに目的として加わった。
しかしながら、環境調査の方法については一応の指針が示されてはいるものの、環境の保全・改
善につながるまでには至っていない。 
 このような背景の中、著者は、1990年に工事着工、1996年10月に試験湛水開始、1997年12月に
試験湛水終了、翌1998年4月から運用を開始した三春ダムにおいて、1996年から2000年にかけて
環境調査を時系列的に実施し、降水量、流量・放流量、貯水位の資料と合わせてダム管理・運用
のダム環境への影響を評価するとともに、環境の保全、改善のためのダムの運用・管理法につい
て考察している。調査は、ダム下流域については河畔植生と河床への藻類の付着量について、ダ
ム上流についてはダム湖内の魚類相の変遷と止水域に生息する魚食性の移入種であるオオクチ
バスに着目して行っている。 
 ダム下流における河畔植生について、著者は、流量変化の影響を強く受ける砂州上に成立して
いる植物群落とその変遷に着目して、総合常在度表を用いて群落区分し、平面ならびに河道横断
測量を行い横断側線上にコドラートを設け、砂州の地形変化、群落の空間分布とその変遷を把握
した。加えて、これら調査結果を洪水流量、放流量と時系列的に関係付け、さらに群落を構成し
ている種の生活史に着目して植物群落の変遷のメカニズムについて考察している。その結果、試
験湛水、運用後にツルヨシなどしばしば冠水する場に特有な群落が減少し、クズ、オニウシノケ
グサ群落が拡大したことが得られ、ダム建設前のツルヨシ群落の維持は、7月から9月にかけて生
じる年最大洪水が開花・結実時期を迎えるクズ、オニウシノケグサの支持体（つる）の破壊のみ
ならず種子を掃流することによりもたらされ試験湛水後のクズ、オニウシノケグサ群落の拡大は、
この時期を含む放流量の抑制によるものと推察している。 
 付着藻類については、著者は、面的な把握が重要であるとして、任意の時期に高空間分解能の
リモートセンシングデーターが入手可能なカイトを用いた手法を開発し、年1回程度の洪水に相
当する放流量前後の付着藻類量の変化を求めている。付着藻類量はクロロフィルa量で評価し、
その推定には植生指標を用いているが、通常用いられるNDVIが反射率を用いるのに対し本調査
では輝度を用い、その代わり観測の都度付着藻類を採取してクロロフィルaを計測し、採取地点
の植生指標の値との対応を求めて付着藻類量の空間分布と総量を求めている。クロロフィルaと
植生指標との間に高い相関が得られることを明らかとし手法の有効性、妥当性を示すとともに、
年1回規模の流量で80%程度の付着藻類を剥離させることができることを明らかにしている。 
 ダム上流域については、著者は魚類の個体数調査から魚相の経年変化を把握するとともに、オ
オクチバスを産卵時期に数回捕獲し、成魚の染色線体重比の計測、卵巣組織の観測、ならびに当
歳魚の耳石日周輪を測定しその孵化日を求めている。その結果、三春ダムでは試験湛水を境に魚
相が大きく変化したこと、その中でもオオクチバスが試験湛水中に大きく増加したものの、ダム
が運用・管理に入ると減少し一定の個体数で推移していること、オオクチバスの産卵期が5月か
ら6月初旬であることを明らかにした。著者は、これらの結果をダムの運用・管理スケジュール、
オオクチバスの繁殖特性と合わせて考察することにより、オオクチバス個体数の運用後の減少が、
洪水期に備えて実施される水位低下（放流）の時期がオオクチバスの産卵期と重なり、水位低下
が産着卵や仔稚魚の干出をもたらすことによることを見出している。 
 以上の結果をダムの年間運用スケジュールと合わせて、著者はダムの運用、水位操作による環
境の保全・改善について考察し、5月から6月上旬頃、日平均水温が15°Cから21°Cに上昇する時
期に、0.30m/day以上の速度で10日間以上水位低下させ、洪水期である7〜9月に年1回程度以上の
流量で放流することにより、オオクチバスの繁殖の抑制、クズ、オニウシノケグサ群落の拡大抑
制、付着藻類の剥離など環境の保全・改善の可能性が高いこと、これらの運用が現運用の大きな
変更にはならないことを指摘している。 
 
 
               審   査   の   要   旨 
 
 本研究は、ダム建設に伴う環境変化について、その因果律を明らかにすべく調査を行い、その
結果を用いて環境の保全・改善のためのダムの運用、水位操作のあり方、考え方を示そうとした
ものである。本研究では、環境変化を環境指標の空間分布の時間変動としてとらえ、流量、放流
量の変動、対象とする生物の生活史と合わせてその因果律について考察し、環境変化の説明とダ
ム操作による環境保全・改善手法の提言に成功している。 
 一般に実施されているダムの環境影響調査ついていえば、調査結果が蓄積されつつあるものの、
調査結果が環境保全・改善方策を検討する上で不十分であり調査手法について改めて検討する必
要があると、近年になって認識されつつあり、本研究は、その黎明期に調査し一定の成果が得ら
れたものであり、その手法、成果ともに高く評価され、新規性や独自性ともに高く評価される。 
 平成28年10月3日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その
結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
